
朝
日
文
楽
の
概
要

　

文
楽
は
、
太
夫
・
三
味
線
・
人
形
の
三
者
の
呼

吸
が
ぴ
っ
た
り
合
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し

か
も
人
形
は
３
人
が
遣
う
の
で
す
か
ら
大
変
な
こ

と
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
文
楽
が
三
瓶
に
誕
生
し
た

源
流
を
紹
介
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
明
治
の
初
期
、

三
瓶
の
井
上
伊
助
（
１
８
４
１
生
）
と
い
う
方
が
、

松
の
瘤
や
桐
の
木
で
人
形
の
頭
を
刻
み
、
胴
や
脚

を
作
り
、
衣
装
を
着
せ
て
舞
わ
し
た
の
が
始
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
戦
時
中
は
活
動
が
一
時
途

絶
え
ま
し
た
が
、
戦
後
再
び
文
楽
復
興
の
意
欲
を

取
り
戻
し
、
人
形
遣
い
に
浄
瑠
璃
に
と
精
進
し
た

の
で
す
。
そ
の
成
果
が
認
め
ら
れ
、
人
形
頭
や
衣

装
道
具
が
昭
和
34
年
県
指
定
有
形
文
化
財
に
、
更

に
昭
和
39
年
に
は
県
指
定
無
形
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
保
持
者
と
し
て
14
名
の
方
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
特
筆
す
べ
き
は
平
成
８
年
ハ
ワ
イ
州

知
事
さ
ん
か
ら
の
要
請
で
、
ハ
ワ
イ
で
公
演
し
て

万
雷
の
拍
手
を
浴
び
る
と
と
も
に
、
第
14
回
全
国

村
お
こ
し
展
示
記
念
大

会
に
は
、
県
商
工
会
の

推
薦
で
東
京
に
お
い
て

「
三
番
叟
」
を
演
じ
た

こ
と
で
す
。
現
在
、
朝

日
文
楽
を
物
心
両
面
に

わ
た
っ
て
援
助
し
て
頂

く
西
予
市
と
朝
日
文
楽

保
存
会
会
員
２
６
０
名

（
内
文
楽
会
員
30
名
）

に
よ
っ
て
運
営
し
て
い

ま
す
。

朝
日
文
楽
の
活
動

　

県
指
定
文
化
財
で
あ
る
人
形
頭
、
衣
装
・
道
具

一
式
等
先
人
の
労
苦
に
よ
り
継
承

さ
れ
て
き
た
朝
日
文
楽
保
存
会
に

対
し
、
朝
日
文
楽
会

は
主
に
人
形
遣
い
・

太
夫
・
三
味
線
に
重

き
を
置
い
て
い
ま
す
。

日
々
の
練
習
は
言
う

ま
で
も
な
く
、
県
内
五

座
が
一
同
に
会
す
る

「
合
同
公
演
」、
三
瓶
町

で
開
催
さ
れ
る
「
三
瓶

町
文
化
祭
」、
そ
の
他

県
内
各
地
か
ら

の
依
頼
に
よ
る

公
演
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が

ら
、
朝
日
文
楽

も
多
分
に
も
れ

ず
会
員
の
高
齢

化
が
進
み
、
技

術
の
伝
承
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
な
こ
と
に
最

近
若
者
が
人
形
遣
い
に
興
味
を
持
た
れ
、
文
楽
会

に
入
っ
て
技
を
磨
き
、
そ
の
成
果
を
公
演
に
発
揮

し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
後
継
者
育
成
の
面
で

多
大
の
成
果
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
会

員
の
み
の
指
導
で
は
な
く
、
更
に
裾
野
を
広
げ
、

小
・
中
・
高
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
と
し
た
伝
統

芸
能
継
承
の
取
り
組
み
も
古
く
か
ら
実
施
し
て
い

ま
す
。

三
瓶
高
等
学
校
文
楽
部
の
誕
生

　

三
瓶
高
等
学
校
に
文
楽
部
が
誕
生
し
た
経
緯
を

辿
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
そ
れ

は
昭
和
39
年
２
月
「
古
き
文

化
を
知
ら
ず
し
て
新
し
い
文

化
の
創
造
は
あ
り
え
な
い
」

と
の
観
点
か
ら
、
時
の
校
長

先
生
が
三
瓶
町
に
伝
わ
る
朝

日
文
楽
こ
そ
三
瓶
の
誇
り
う

る
伝
統
芸
能
で
あ
り
、
若
い

高
校
生
た
ち
が
こ
の
遺
産
に

接
す
る
こ
と
に
よ
り
、
先
人

朝日文楽保存会　理事長　山本 正吉

伝統文化の
後継者を
育成

特集3

朝日文楽会館

高校生による
「日高川入相花王渡し場の段」

文楽会員による「絵本太功記十段目」

82013.4



特 集 まだまだ、若い者には
負けられん!!

の
残
し
た
古
典
の
“
よ
さ
”
を

味
わ
い
、
彼
等
の
人
生
の
よ

り
ど
こ
ろ
に
し
た
い
と
考
え

ら
れ
た
の
で
す
。
そ
こ
で
、

朝
日
文
楽
会
に
指
導
の
要
請

が
あ
り
、
後
継
者
育
成
の
面

か
ら
も
良
い
と
の
こ
と
で
そ

の
要
請
に
賛
同
し
、
こ
こ
に

朝
日
文
楽
研
究
会
（
後
の
文

楽
部
）
が
誕
生
し
た

の
で
す
。
爾
来
今
日

ま
で
約
半
世
紀
に

も
及
ぶ
長
い
間
引

き
継
が
れ
て
活
動

し
て
い
る
こ
と
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。

　

初
舞
台
は
昭
和
39
年
11
月
、
松
山
の
堀

之
内
に
あ
る
県
民
館
で
の
第
六
回
合
同

公
演
で
「
新
版
歌
祭
文
・
野
崎
村
の
段
」

を
演
じ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
県
民
文
化

会
館
に
会
場
が
移
さ
れ
、
更
に
平
成
16
年

か
ら
は
、
会
場
を
南
予
の
文
楽
座
の
持
ち

回
り
と
し
、
平
成
24
年
度
で
54
回
目
の
合

同
公
演
に
な
り
ま
す
。
そ
の
間
一
度
も
休
む
こ
と

な
く
文
楽
に
情
熱
を
注
ぐ
努
力
に
感
心
し
ま
す
。

現
在
ま
で
数
多
く
の
外
題
を
学
び
、
文
楽
特
有
の

義
理
・
人
情
の
世
界
を
習
得
さ
れ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

特
筆
す
べ
き
は
平
成
７
年
か
ら
３
回
に
わ
た
る

兵
庫
県
三
原
高
校
文
楽
部
と
の
交
流
で
す
。
24
年

に
は
「
後
継
者
団
体
交
流
会
」
で
、
文
楽
の
本
場
淡

路
に
赴
き
、
自
分
た
ち
の
演
技
を
披
露
し
、
淡
路

の
子
ど
も
た
ち
の
演
技
も
見
る
こ
と
が
で
き
、
感

銘
を
覚
え
た
よ
う
で
す
。

こ
ど
も
朝
日
文
楽
ク
ラ
ブ
の
誕
生

　
「
子
ど
も
朝
日
文
楽
ク
ラ
ブ
」
は
平
成
４
年
９
月

に
「
地
域
少
年
少
女
サ
ー
ク
ル
活
動
推
進
事
業
」
の

一
環
と
し
て
誕
生
し
た
の
で
す
。
学
校
週
５
日
制

が
導
入
さ
れ
た
の
を
機
会
に
、
生
活
体
験
に
乏
し

い
今
の
子
ど
も
た
ち
に
、
文
楽
の
学
習
に
よ
っ
て
、

郷
土
を
愛
す
る
心
や
仲
間
意
識
が
育
っ
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
の
思
い
か
ら
、
町
教
育
委
員
会
並

び
に
学
校
か
ら
朝
日
文

楽
会
に
要
請
が
あ
っ
た

の
で
す
。
そ
れ
以
来
20
年

が
経
過
し
ま
す
。

　

学
習
す
る
文
楽
の
外

題
は
「
傾
城
阿
波
鳴
門
・

順
礼
歌
の
段
」
で
す
。
月

２
回
、
土
曜
日
の
午
後
文

楽
会
館
で
悪
戦
苦
闘
の

練
習
で
す
。
人
形
は
重
た

い
し
、
操
作
も
難
し
い
。

し
か
し
、
老
人
ホ
ー
ム

（
三
楽
園
・

み
の
り
園
）
や
町
の
文
化
祭
に
演
じ

て
、
拍
手
喝
采
を
貰
っ
た
と
き
は
格

別
の
喜
び
を
感
じ
る
よ
う
で
す
。
発

表
の
機
会
は
他
に
「
鑑
賞
文
楽
」
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
三
瓶

町
に
開
催
さ
れ
た
「
子
ど
も
議
会
」
で

「
発
表
の
機
会
が
少
な
い
の
で
、
私
た

ち
の
存
在
も
薄
い
し
、
練
習
に
も
意

欲
が
湧
か
な
い
。
も
っ
と
発
表
の
機

会
を
作
っ
て
欲
し
い
。」
と
の
意
見
が

あ
り
、
平
成
12
年
度
か
ら
町
内
小
・

中
・
高
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に
鑑
賞
会
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
後
に
期
待

　

朝
日
文
楽
会
で
は
三
味
線
・
太
夫
の
途
切
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
平
成
12
年
に
松
山
に
開
催

さ
れ
た
太
夫
・
三
味
線
養
成
講
習
会
に
参
加
し
、

そ
の
後
の
研
修
に
よ
っ
て
数
名
の
太
夫
・
三
味
線

の
後
継
者
が
誕
生
し
、
朝
日
文
楽
独
自
で
公
演
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
更
に
は
太
夫
希
望

の
小
学
生
や
新
入
会
員
も
現
わ
れ
、
先
日
の
鑑
賞

文
楽
に
は
初
舞
台
と
し
て
登
場
し
ま
し
た
。
人
形

遣
い
も
か
つ
て
小
・
中
学
生
や
高
校
生
の
頃
に
体

験
し
た
者
、
新
し
く
文
楽
会
に
入
っ
て
練
習
す
る

若
者
等
で
朝
日
文
楽
も
若
返
り
、
取
り
組
み
の
成

果
が
で
て
き
て
い
ま
す
。

　

終
わ
り
に
現
在
新
し
い
会
館
の
建
設
計
画
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。
完
成
の
暁
に
は
そ
の
会
館
を
拠

点
と
し
て
更
に
技
術
を
磨
き
、
継
承
発
展
に
努
力

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

鑑賞文楽で初舞台の2人

淡路で披露した「壷坂観音霊験記」

人形遣いの練習に励むこどもたち

老人ホーム「三楽園」での熱演
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